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◆オープニングセレモニー
（14：50～15：15　宮川町特設ステージ）

　 　まつりの始まりを告げる打吹童子ばやし。牛鬼や屋台

もかけつけてオープニングを盛り上げます。

◆小学生金管バンド隊パレード・合同演奏
（15：40～16：45  倉吉銀座通り、プロムナード公園）

　 　特別編成された約２７０人の金管バンド隊が市内を

パレード。ぜひ、沿道から声援を送ってください。

◆女みこし・牛鬼
（16:30～18:40　倉吉銀座通り、打吹公園通り）

　 　“粋なねえさん”たちが威勢良く担ぐ姿は、もはや倉
吉の夏の風物詩。打吹太鼓のはやしと牛鬼との共演で、

いよいよまつりモード全開！

◆くらのいち
（15:00～21:00　旧ホテイ堂駐車場）

　 　市（いち）を通じて倉吉の特産品を創造。自慢の家庭

料理、お店の名物料理を出店します。

◆成徳キッズみつぼし隊
（18:30～19:10　打吹公園通り）

　 　成徳小学校の児童が、みつぼし踊りの歴史を学習し、

伝統のみつぼし踊りを披露します。皆さんも児童と一

緒に踊りに参加してください。

◆遥かなまち夢回廊（灯ろう、かがり火）
（19:00～21:00　白壁土蔵群・赤瓦周辺）

　 　白壁土蔵群周辺を、灯ろうのほのかな明かりで「思わ

ず歩きたくなる路」に演出します。かがり火とガラス灯

ろうの炎が揺れる玉川沿いで、幻想的な雰囲気に包ま

れてみませんか。

◆たから屋夜市
（14:00～21:00  シビックセンターたからや）

　昭和の時代より復活！昔懐かしおばけ屋敷を開催！

　そのほか、ゲームコーナーに揚げ物などの屋台が出て

おもてなし。シビックセンターたからやによる催物も同

時開催。

倉吉打吹まつり実行委員会運営本部事務局（当日：あ０９０－２０９５－０５３８／観光交流課内／ い２２―８１５８）

第３５回第３５回

◆屋台（山車）巡行・牛鬼大パレード
（14：00～16：00　倉吉銀座通り周辺）

　 　明治町地区、新町１丁目、明倫地区の屋台が登場。

屋台の巡行にあわせて仁
に わ か

輪加がにぎわいを加えます。

「牛鬼パレード」も合流し、通りを練り歩きます。

まつりに参加する子どもたち大募集！
～屋台・牛鬼の引き手を募集～

　「屋台」と「牛鬼」を元気いっぱいに引いてくれる子ど

もたちを募集します。飛び入り参加ももちろんＯＫ！

　いずれも参加してくれた子どもたちには「たから屋夜

市・レトロＺＯＮＥゲームプレイ券」をプレゼントし

ちゃいます。

　詳しくは、まつり実行委員会運営本部事務局まで。

８８月月６６日（日（土土））　
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◆倉吉みつぼし踊り大会・輪踊り広場
（19:15～21:00　倉吉銀座通り、鳥取銀行倉吉支店横）

　 　銀座通りを往来する倉吉伝統のみつぼし踊り大会。

今年もやぐらを設置。太鼓の演奏と倉吉民踊の会によ

る輪踊りに、どうぞ自由に参加してください。

◆レトロＺＯＮＥ（ゾーン）
（15:00～21:00　打吹公園通り周辺）

　 　旧倉吉線打吹駅を写真パネルで再現し、ゲームコー

ナーやチョークのらくがきなど、昔懐かしい遊びでレ

トロな風景を演出します。

◆キャラＷＡＳＳＯ（ワッソ）
（16:00～17:10　宮川町特設ステージ）

　「元気」をテーマに、参加チームの個性ある自由なダンス

パフォーマンスを競うコンテスト。参加チームが日ごろの

練習の成果を披露するステージは、一見の価値あり！！

◆飛天ＷＡＳＳＯ（ワッソ）
（17:30～19:40　倉吉銀座通り、宮川町特設ステージ）

　“ワッソ、ワッショイ”の掛け声で創作みこしを担ぎ上
げ、それを囲んで自由なパフォーマンスを競い合う飛天

ＷＡＳＳＯ。倉吉の若者が「新しき伝統」を築き、常に新し

いものを注入しながら更にパワーアップ。年に一度の晴

れ舞台が、一緒に盛り上がるあなたを待っています！趣

向を凝らしたコスチュームも必見です！！

～がんばろう日本！元気だぜ 遥かな～がんばろう日本！元気だぜ 遥かな倉倉
ま ちま ち

吉吉！！～！！～

＜倉吉打吹まつり協賛事業＞
■上井かっさま夏まつり
と　き：８月５日（金）～７日（日）

午後４時～９時

ところ：パープルタウン屋上駐車場特設会場

内　容：縁日、ステージ、屋台村ほか

■河原町地蔵祭花火大会
と　き：８月２３日（火）午後８時～８時４５分

ところ：河原町西地蔵前小鴨川河川敷

＜倉吉打吹まつり後援事業＞

■せきがね夏まつり　
と　き：８月１５日（月）午後６時～９時３０分

ところ：市役所関金支所駐車場

内　容： ステージイベント、出店、花火

まつりオリジナルＴシャツ・ポロシャツまつりオリジナルＴシャツ・ポロシャツ
好評販売中好評販売中！！

　売上の中から１枚３００円を、「遥かな町へ」映画化

に向けた活動に利用します。また、まつり運営のため

の大きな収入源にもっています。みんなで、これを買っ

て、着て、まつりに参加してください。

◆楽市楽座（出店）
（16:30～21:15　飛天夢広場）

　 　花火会場の飛天夢広場で、まつりのにぎわいを作り

ます。皆さんのお腹も満たします。

◆打吹ジャンボリー
（1部17:00～17:45、2部19:50～20：30）

　 　中部地区で活動するアマチュアミュージシャンたち

が、皆さんと一体となってまつりを盛り上げます。

◆スケートボード＆ＢＭＸ等
　イベント・体験教室
（15：00～19：00）

　 　日々の練習成果を、ぜひ、見てください。子どもか

ら大人まで楽しめる体験教室も開催します。

◆太鼓ステージ（倉吉打吹太鼓）
（19：10～19：30）

　 　さらしを巻いて、汗がライトに輝く姿は何度見ても

かっこいい！体と心に響く迫力いっぱいの演奏でまつ

りを盛り上げます。

◆打吹天女コンテスト　
（コンテスト17：45～19：10、
　　　　　　　　　　　審査発表19：30～19：50）

　 　明るく元気いっぱいに、ステージ上で自己ＰＲや特

技を披露！！一年間倉吉の魅力をＰＲする“倉吉の顔”

２人の打吹天女が誕生します。

◆飛天花火大会
（20:30～21:00　倉吉大橋下流側）

　 　第３５回倉吉打吹まつりのフィナーレを飾るにふさわ

しい約４，０００発の大輪の花火が倉吉の夜空を彩ります。

　 　今年は東日本大震災の被災地である岩手県の職人に

よる花火も上がります。

８８月月７７日（日（日日））　

花火の日（７日）のみの限定サービス！

その１　ホテル・旅館　素泊まり３，０００円
　倉吉市ホテル旅館組合のご協力で、花火の日に何と

たったの３，０００円でご宿泊いただけます。

　■料　金／３，０００円（素泊まり・税込み）

　■対　象／倉吉市ホテル旅館組合加盟のホテル、旅館

　問あ２２―６６７６

その２ 　花火会場～倉吉駅　シャトルバス運行

　日交・日ノ丸バスのご協力で、花火終了後、花火会

場（総合事務所前バス停）と倉吉駅を結ぶシャトルバス

を運行します。

　■料　金／通常区間運賃（１６０円）

　■時　間／花火終了後、おおむね１時間
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予算額（千円） 収入済額（千円） 収入割合（％）

（％）
0 20 40 60 80 100

市民税や固定資産税、軽自動車税、たばこ税、都市計画税など

分担金および負担金、使用料および手数料、財産収入、寄附金、繰越金、諸収入

地方自治体間の財政の不均衡を調整し、どの地域でも一定水準の行政サー

ビスができるよう、国が地方に代わって徴収し再配分する税

国がすべき事業を市が実施した場合や、国の補助事業を市が実施した場合

に入ってくるお金

県がすべき事業を市が実施した場合や、県の補助事業を市が実施した場合

に入ってくるお金

市が特定の建設事業費などに充てるために借りたお金

地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場

利用税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別

交付金など

予算額（千円） 支出済額（千円） 支出割合（％）

（％）

議員報酬など、議会の運営に要する経費

職員や各種委員の人件費など、管理事務に要する経費

保育所の運営や、福祉の向上などに要する経費

健康支援や、ごみし尿処理などに要する経費

勤労青少年ホームの維持に要する経費

農林業の振興などに要する経費

商工業や観光の振興などに要する経費

道路整備や、市営住宅建設などに要する経費

消防団の運営費や災害対策に要する経費

学校の運営や、教育・スポーツ振興に要する経費

災害時の道路復旧工事などに要する経費

市が事業を行うために借り入れたお金の返還

0 20 40 60 80 100

必要な財源を確保するために、積み立てた基金や、ほかの会計から持って

くるお金

自
主
財
源

依
存
財
源

（歳　出）（歳　入）

●一般会計

　　一般会計一般会計

財政概況報告財政概況報告

成
22
年
度
の
予
算
は
、
日
本

全
体
の
社
会
経
済
状
況
に
加

え
、
本
市
の
市
税
収
入
の
動
向
や

財
政
需
要
を
踏
ま
え
て
財
政
の
健

全
性
に
留
意
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
景
気
回
復
と
市
民

生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
国
や

県
の
政
策
に
呼
応
し
、
将
来
の
地

域
経
済
や
雇
用
の
確
保
と
創
出
を

見
据
え
た
産
業
振
興
に
係
る
事
業

を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
た
生
活

支
援
型
の
予
算
と
し
、
そ
の
方
向

性
を
軸
に
執
行
し
ま
し
た
。

　

特
徴
と
し
て
は
、

① 

雇
用
情
勢
の
悪
化
に
対
す
る
国

の
交
付
金
事
業
を
活
用
し
た
雇

用
の
維
持
と
確
保
の
た
め
の
予

算
化

② 

産
業
の
振
興
策
と
し
て
西
倉
吉

工
業
団
地
再
整
備
事
業
、
産
地

競
争
力
強
化
対
策
事
業
等
の
予

算
化

③ 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

導
入
促
進
事
業
、
消
費
者
保
護

の
た
め
の
消
費
者
行
政
推
進
事

業
等
の
予
算
化

④ 

子
ど
も
手
当
の
創
設
、
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
の
助
成
等
の

予
算
化

⑤ 

上
小
鴨
小
学
校
屋
内
運
動
場
の

改
築
事
業
な
ど
の
予
算
化

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
補
正
予
算
と
し
て
は
、

国
の
補
正
予
算
に
関
連
し
た
地
域

活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付

金
事
業
や
住
民
生
活
に
光
を
そ

そ
ぐ
交
付
金
事
業
な
ど
を
実
施

し
、
最
終
予
算
額
は
２
７
３
億
９
，

５
９
２
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
予
算
額
を
性
質
別
に
見

る
と
、
義
務
的
経
費
１
２
１
億
８
，

１
６
４
万
５
千
円（
人
件
費
36
億
２
，

７
１
１
万
５
千
円
、
扶
助
費
51
億

７
，
２
２
３
万
９
千
円
、
公
債
費

33
億
８
，
２
２
９
万
１
千
円
）
が
、

44
．５
％
を
占
め
、
投
資
的
経
費
は
、

普
通
建
設
事
業
32
億
７
，１
０
９
万

８
千
円
、
災
害
復
旧
事
業
５
，７
２
３

万
７
千
円
で 

12
．
1
％
と
な
り
ま

す
。
そ
の
他
は
、
物
件
費
31
億
９
，

２
５
９
万
９
千
円
、
補
助
費
等

26
億
３
，７
０
３
万
１
千
円
、
出
資

貸
付
金
19
億
１
，５
８
９
万
３
千
円
、

繰
出
金
33
億
９
，６
７
４
万
１
千
円
、

積
立
金
６
億
５
０
８
万
５
千
円
な
ど

と
な
り
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
の
主
な
も
の
は
、

倉
吉
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業

４
億
６
，６
９
６
万
４
千
円
、
交
通

結
節
点
改
善
事
業
４
億
１
，５
８
６

万
１
千
円
、
西
倉
吉
工
業
団
地
再

整
備
事
業
３
億
５
，
６
４
０
万
円
、

上
灘
中
央
交
流
促
進
事
業
３
億

６
４
１
万
７
千
円
、
上
小
鴨
小
学

校
屋
内
運
動
場
改
築
事
業
１
億

８
，９
３
６
万
１
千
円
な
ど
で
す
。
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国
民
健
康
保
険
事
業

　

最
終
予
算
額
は
、
56
億
３
３
１

万
３
千
円
で
し
た
。
歳
入
で
は
、

国
民
健
康
保
険
料（
税
）
10
億
４
，

９
１
３
万
４
千
円
、
国
庫
支
出
金

15
億
７
，
５
０
２
万
９
千
円
。
歳

出
で
は
、
保
険
給
付
費
36
億
９
，

９
８
８
万
９
千
円
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
５
億
９
，５
２
８
万
９
千

円
が
主
な
も
の
で
す
。

介
護
保
険
事
業

　

最
終
予
算
額
は
、45
億
８
，５
４
６

万
２
千
円
で
し
た
。
歳
入
で
は
、
介

護
保
険
料
７
億
１
，５
３
７
万
５
千

円
、
国
庫
支
出
金
11
億
６
，０
３
０

万
９
千
円
、支
払
基
金
交
付
金
13
億

３
，
１
１
１
万
円
、
繰
入
金
７
億

１
３
５
万
５
千
円
。
歳
出
で
は
、
保

険
給
付
費
44
億
１
，２
９
５
万
２
千

円
が
主
な
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業

　

最
終
予
算
額
は
、
30
億
９
，８
３
２

万
７
千
円
で
し
た
。
歳
入
で
は
、

使
用
料
及
び
手
数
料
８
億
５
，

２
６
９
万
３
千
円
、
国
庫
支
出
金

１
億
１
，
４
５
０
万
円
、
繰
入
金

10
億
９
，１
９
０
万
８
千
円
、
市
債

９
億
２
，２
１
０
万
円
で
し
た
。
歳

出
で
は
、
管か

ん
き
ょ
ち
く
ぞ
う

渠
築
造
等
の
建
設
費

３
億
６
，７
０
５
万
３
千
円
、
流
域
下

水
道
維
持
管
理
費
負
担
金
４
億
３
，

１
２
３
万
８
千
円
、
公
債
費
20
億
５
，

８
３
５
万
４
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

集
落
排
水
事
業

　

最
終
予
算
額
は
、６
億
１
，８
６
９

万
７
千
円
で
し
た
。
歳
入
で
は
、
使

用
料
及
び
手
数
料
９
，７
８
０
万
８

千
円
、
繰
入
金
２
億
９
，４
６
４
万

７
千
円
、
市
債
１
億
７
，２
７
０
万

円
。
歳
出
で
は
、
公
債
費
４
億
５
，

５
４
７
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

◎ 
そ
の
他
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
順
調
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

問財政課（あ２２―８１６３／い２２―１０８７）

●住民の皆さんの負担

（平成23.3.31現在）

住 民 基 本 台 帳 人 口 50,436人

外 国 人 登 録 人 口 261人

国民健康保険被保険者数 14,133人

区         分
調定額(千円）
（現年課税分）

一人当たり
負担額(円)

１ 市民税 2,346,906 46,293 

個人 1,724,129 34,009 

法人 622,777 12,284 

２ 固定資産税 3,057,783 59,835 

土地 1,070,994 21,125 

家屋 1,454,369 28,687 

償却資産 508,116 10,023 

交付金 24,304 －

３軽自動車税 127,875 2,522 

４市町村たばこ税 289,038 5,701 

５入湯税 2,323 46 

６都市計画税 252,646 4,983 

 小 計 6,076,571 119,380 

国民健康保険料 1,067,750 75,550 ＊

 小 計 1,067,750 75,550 

合     計 7,144,321 194,930 

 ＊被保険者一人当たり負担額

●特別会計（歳入・歳出）

（単位：千円）

会    計    名 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 5,603,313 4,422,844 5,021,931 

介護保険事業 4,585,462 3,758,371 4,153,969 

老人保健事業 24,623 15,675 17,586 

後期高齢者医療事業 510,656 502,498 497,051 

簡易水道事業 228,320 90,562 218,907 

温泉配湯事業 9,625 8,943 5,152 

住宅資金貸付事業 79,476 70,622 37,474 

高齢者・障害者住宅整備
資金貸付事業

2,399 1,546 2,390 

土地取得事業 36,000 0 0 

上井羽合線沿道土地区画
整理事業

152,265 0 132,383 

下水道事業 3,098,327 1,015,383 2,929,951 

　　 　 〃 　　　（繰越） 213,467 149,382 175,882 

駐車場事業 24,134 22,653 22,136 

集落排水事業 618,697 138,856 587,949 

国民宿舎事業 80,592 20,032 80,521 

高城財産区 21,713 1,940 2,865 

小鴨財産区 5,495 1,822 786 

北谷財産区 158 158 0 

上北条財産区 26,624 26,667 0 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成２２年度 予算執行の状況（執行期間：平成２２.４.１～平成２３.３.３１）

　　　特別会計特別会計

平成２２年度予算執行の状況をお知らせします。
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◆職員の分限および懲戒処分の状況（平成22.4.1～23.3.31）

（１）分限処分者数 （２）懲戒処分者数降
任

免
職

休
職

降
給 計 戒

告
減
給

停
職

免
職 計

心身の故障の場合 0 0 2 0 2
職務上の義務に
違反した場合

0 1 0 0 1

（単位：人）

　

倉
吉
市
で
は
、
市
職
員
の
給
与
や
定
員
管
理
、
競
争
試
験
な
ど
の
情

報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
人
事
行
政
運
営
に

お
け
る
透
明
性
を
高
め
、
公
平
性
の
一
層
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
倉
吉
市
掲
示
板
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
職
員
課（
あ
２
２
―

８
１
６
４
／
い
２
２
―

１
０
８
７
）

倉
吉
市
職
員
の

―

給
与

―

勤
務
実
態

―

◆不利益処分に関する不服申立（平成22.4.1～23.3.31）：ありませんでした。

◆勤務条件に関する措置要求（平成22.4.1～23.3.31）：ありませんでした。

◆研修機関における研修の状況
　　（平成22.4.1～23.3.31）

種　類 回　数 参加者 終了者

新規採用職員研修 2 回 13 人 13 人

階層別職員研修 7 回 44 人 42 人

能力開発・向上研修 30 回 76 人 76 人

◆職員の健康診断の状況
（平成22.4.1～23.3.31）

種　類 対象者 受診者

人間ドック
429人

238 人

定期健康診断 178 人

◆職員の勤務時間そのほかの勤務条件

（１） 年次有給休暇の取得状況（平成22.1.1～22.12.31）

総付与日数 総使用日数 全対象職員数 平均使用日数 取得率

15,554 日 5,158 日 393 人 13.1 日 33.2 %

（２） 時間外勤務および休日勤務などの状況

区　分 時間外・休日勤務総時間 職員一人当たりの平均時間

平成22年度 28,743 時間 75 時間

（３） 育児休業の状況（平成22.4.1～23.3.31）  

男性 女性 男性 女性

新たに育児休業を取得 0 人 10 人 前年度からの継続 0 人 7 人

◆職員の任免に関する事項

（１）職員採用の状況　　　　　　　　　　　　（単位：人）

競争試験

平成22.4.1採用 平成23.4.1採用

男性 女性 計 男性 女性 計

一般事務 4 2 6 4 3 7

保 育 士 0 3 3 0 3 3

土木技師 2 0 2 4 0 4

建築技師 1 0 1 － － －

学 芸 員 0 1 1 － － －

計 7 6 13 8 6 14

（３） 部門別職員数の状況（各年４月１日現在） （単位：人）

部　　門
職　員　数

部　　門
職　員　数

平成22年 平成23年 平成22年 平成23年　

一

般

行

政

　

総務企画 78 77
　

公
営
企
業
な
ど　

水 道 事 業 33 33

税 務 25 26 下 水 道 14 14

民 生 104 105 介 護 8 8

衛 生 23 22 国 保 12 11

商 工 12 15 後期高齢者 3 3

農林水産 23 23 小　計 70 69

土 木 36 34 合　　計 436 433

議 会 5 5

小　計 306 307

教 育 60 57

計 366 364

（２）職員の退職の状況
（平成22.4.1～23.3.31）

定年退職 9 人

勧奨退職 4 人

普通退職 4 人

分限免職 0 人

懲戒免職 0 人

死亡退職 0 人

計 17 人
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◆職員の営利企業など従事許可の状況（平成22.4.1～23.3.31）

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社、そのほかの役員、顧問、評議員、およ

びその会社、団体の重要方針決定に参画する上級職員の地位を兼ねる場合
1 人

自ら営利を目的とする場合（農業など） 2 人

報酬を得て事業、または事務に従事する場合（統計調査など） 31 人

（６）特別職の年収額 (平成 22.4.1 ～ 23.3.31）

区 分 給料（年額） 手当（年額） 年収額

市 長 10,108,100 円 2,310,000 円 12,418,100 円

副市長 6,380,280 円 1,512,000 円 7,892,280 円

教育長 7,590,000 円 2,444,750 円 10,034,750 円

議 長 6,000,000 円 2,100,000 円 8,100,000 円

副議長 5,040,000 円 1,764,000 円 6,804,000 円

議 員 4,680,000 円 1,638,000 円 6,318,000 円
（注）  手当（年額）は、年度内に支給された期末手当額です。なお、市長・副市長の年

収額は、新市長および新副市長就任後の年収額です。

◆職員の給与の状況

（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　　分 住民基本台帳人口
（平成２２年度末）

歳出額
A 実質収支 人件費

B
人件費率

B/A
平成22年度 50,436 人 26,112,898千円 737,342千円 3,389,558千円 13.0%
（注）１　実質収支は、当該年度での剰余金です。
　　　２　「人件費」には、職員共済費、議員報酬、市長・副市長の給与が含まれます。

（４）国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数）の状況

年　度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

一般行政職 95.9 100.0 96.5 99.0 98.5
（注）ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を100とした場合の市職員の給与水準を示したものです。

（５）職員の平均年収額 (平成 22.4.1 ～ 23.3.31）

区分 人数 平均給料（年額） 平均手当（年額） 平均年収額 平均年齢

行政職

部長級 6人 5,628,831 円 3,125,369 円 8,754,200 円 58.6 歳

次長級 16 人 5,293,512 円 2,917,742 円 8,211,254 円 57.4 歳

課長級 30 人 5,012,314 円 2,633,989 円 7,646,303 円 55.6 歳

課長補佐級 33 人 4,783,947 円 2,377,137 円 7,161,084 円 51.7 歳

係長級 62 人 4,551,579 円 2,193,573 円 6,745,152 円 49.5 歳

そのほか 241 人 3,445,750 円 1,619,798 円 5,065,548 円 38.0 歳

技能労務職 25 人 3,829,120 円 1,575,377 円 5,404,497 円 42.7 歳
（注）１ 平均手当（年額）は、年度内に支給された扶養手当、住居手当、管理職手当、特殊勤務手当、時間外勤務手当、通勤手当、

期末・勤勉手当総額の平均です。
      ２育児休業職員、および病気休職職員は除いています。

（３） 職員の初任給の状況（平成 23.4.1 現在）

区　　分
倉吉市 国

初任給 初任給

一般行政職
大学卒 172,000 円 172,200 円

高校卒 140,100 円 140,100 円

（２） 平均給料月額・平均年齢（平成23.4.1 現在）

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 335,741 円 380,299 円 43.5 歳

技能労務職 321,597 円 340,334 円 42.8 歳

企 業 職 312,869 円 373,453 円 41.3 歳

職 員 全 体 324,064 円 364,129 円 42.2 歳

（注） 給与とは、給料月額に毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などを加えたものです。


